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A1 楕円曲線暗号で用いる 安全で処理効率が良い楕円曲線の選択 安田貴徳、 〇志賀尊

A2 代数幾何と 平坦性 山田紀美子、 〇大枝飛羽

A3 交代磁性体KV2Se2Oの磁気ゆら ぎに対する 電子相関効果の解析 今井剛樹、 〇山本将悟

A4 二次元強磁性体における 格子変形に伴う ト ポロ ジカ ルマグノ ン 状態の変遷 今井剛樹、 〇松波龍騎

A5 宇宙を 説明する 様々な重力理論 山内大介、 〇山中大和

A6 アスト ロ メ ト リ 法の宇宙論への応用 山内大介、 〇前岡凜

A7 超伝導型進行波パラ メ ト リ ッ ク 増幅器における アナロ グブラ ッ ク ／ホワイ ト ホールの準固有振動 山内大介、 〇前田環、 広島大学、 京都大学

A8 射影平面の配置族と その自由分解の退化について 坂内真三、 〇宮本俊幸

A9 ヤン グタ ブロ ーと RSK対応の組み合わせ論 阿部拓、 〇村上優

A10 シミ ュ レ ーショ ン から 探る 太陽系に似た環境と 宇宙の見えない物質 長尾桂子、 〇中條初萌、 中京大学、 総合研究大学院大学

A11 地球の重力で生じ る 高密度暗黒物質領域 長尾桂子、 〇中村共喜、 國立勤益科技大學

B1 コ ン ピ ュ ータ シミ ュ レ ーショ ン によ る 新し い創薬・ も のづく り 〇矢城陽一朗、 甲南化工（ 株） 、 FMO創薬コ ンソ ーシアム

B2 カ ーボン ニュ ート ラ ルを 加速する 低コ スト な次世代有機太陽電池材料の創製 〇岩永哲夫、 山本薫、 酒井誠、 京都大学化学研究所

B3 高溶解性アミ ノ 置換フ ェ ニルスルホニル基の開発と パイ 拡張スルホン 合成への応用 折田明浩、 〇松永至恩、 岩倉旭良、 高橋力也、 奥田靖浩

B4 光電変換材料への応用を 志向し たド ナー-π-アク セプタ ー型ジベン ゾペン タ レ ン 色素の合成 折田明浩、 〇大島蓮音、 小林真生、 奥田靖浩

B5 SDGs： 難分解性素材のリ サイ ク ルおよ び代替化への挑戦 〇折田明浩、 東村秀之、 タ イ ガースポリ マー（ 株）

B6 Ｔ 字型マイ ク ロ 流路内における 液々２ 相交互流に与える 合流角度の影響 平野博之、 〇尾路慧、 井上莉香子

B7 光励起電子移動によ る 光環化を 基盤技術と し た含窒素π電子材料の創製 奥田靖浩、 〇高本朔汰、 白井萌子、 吉成智哉、 三宅貴翔、 折田明浩、 岡山大学異分野基礎科学研究所

B8 水溶性ポルフ ィ リ ン ・ フ タ ロ シアニン 系金属錯体の合成と 光機能評価 赤司治夫、 〇上田玲実

B9 青色系ガラ スの作製と 微細構造解析 草野圭弘、 〇川原大輝、 福永花歩、 牧涼介、 グラ スイ メ カ 、 滋賀県工業技術総合センタ ー、 岡山大学、 生産開発科学研究所

B10 Al 3BC3の酸化反応を 利用し た多孔質Al 2O3の合成 草野圭弘、 〇牧涼介、 中島雅、 岡山セラ ミ ッ ク ス技術振興財団

C1 チッ プ内ネッ ト ワーク に基づく 血管径可視化手法のハード ウェ ア化 近藤真史、 〇田中宏樹

C2 3Dモデルを 用いた機械学習手法の高精度化と 空間関係検出への応用 近藤真史、 〇川村一葵、 木林紘希、 津田晃輝、 セリ オ（ 株） 、 （ 株） 荒木組

C3 周波数ロ ッ ク 機構付き 3軸ベク ト ル光ポン ピ ン グ磁気セン サの開発 河村実生、 〇冷言飛

C4 ド ロ ーン で撮影し た架空地線画像における 異常箇所の自動検出 〇太田寛志、 ク ルモフ バレリ ー、 川崎医療福祉大学

C5
ディ ープラ ーニン グを 用いた非接触セン シン グ技術の応用研究
―ジェ スチャ ー制御と バイ タ ル計測―

〇榊原道夫、 小橋優、 荒谷虎太郎、 國塩海里

C6
統計的手法と 骨格推定AI を 用いたスポーツ 競技の客観的評価に関する 研究
―フ ィ ギュ アスケート の採点法再評価およ び多競技における Medi aPi pe等の活用―

〇榊原道夫、 秋山敬彦、 稲澤綜太、 山崎優貴、 藤田健太郎

C7 映像情報の地図への紐づけと 操作イ ン タ フ ェ ースに関する 研究 島田恭宏、 〇佐藤利玖

C8 防犯カ メ ラ 映像に映る 人物のリ レ ー追跡技術に関する 研究 島田英之、 〇喜讀杏奈、 平田豊、 （ 株） ト スコ

C9 大規模な組合せ最適化への量子アニーリ ン グにおける Qbi t 削減手法の検討 〇李天鎬、 松田和幸、 川島正行

C10 効率的な生産スケジュ ーリ ン グシステムの開発 片山謙吾、 〇青山優希

C11 ド ラ イ バーの安全性を 重視し たモビ リ ティ 経路計画アルゴリ ズムの開発 片山謙吾、 〇安延慎治、 青山優希、 （ 株） ク リ ーンサービス・ イ バラ

C12 PUF応答の軟判定復号によ る 高信頼鍵生成方式の研究 〇麻谷淳

C13 アフ ォ ーダン スと ユーザー特長を 用いたVLMによ る 画像分析 椎名広光、 〇中村光一、 大西朔永、 椎名広光

C14 特徴点マッ チン グによ る 道路面上の位置特定と 車速推定への応用 〇佐藤洋一郎

D1 低圧駆動型柔軟アク チュ エータ を 用いた移乗支援型車いすの設計と 構築 趙菲菲、 〇田村優貴、 赤木徹也、 堂田周治郎、 篠原隆

D2 神経筋疾患患者に向ける 手首リ ハビ リ デバイ スの予備評価およ び環境構築 趙菲菲、 〇髙須啓太、 赤木徹也、 堂田周治郎

D3 下肢不自由児のための療育支援機器における Ar Ucoマーカ ーを 用いた18脚移動ロ ボッ ト の角度計測 趙菲菲、 〇平田俊介、 赤木徹也、 堂田周治郎、 篠原隆

D4 生活支援ロ ボッ ト の開発 藤本真作、 〇氏平聖海

D5 機械部品のスケッ チの3Dモデルへの自動変換法 田中雅次、 〇李恩澤、 趙月洋、 朱安成、 宋安途、 アイ コ ク アルフ ァ （ 株）

D6 DLC膜のロ ッ ク ウェ ル密着性評価における ラ マン 5ピ ーク 分離解析の適用 〇中谷達行、 小佐野芳寿、 三菱鉛筆（ 株）

D7 軸受鋼の転動疲労寿命に及ぼすグリ ースの影響 關正憲、 〇松下太一、 原田真之介、 出光NTG（ 株）

D8 キャ ビ テーショ ン ピ ーニン グ条件の最適化に関する 基礎的研究 關正憲、 〇松本晃聡、 須田晴喜、 柳樂優海、 東北大学

D9 プラ スチッ ク 歯車対と 鋼歯車対における 歯面間減衰比の測定 關正憲、 〇神原脩汰、 中元秀俊

D10 アームの回転運動を 利用し た２ 軸加振機の可能性 林良太、 〇小島淳、 武藤和希、 吉田浩治

D11 熱可塑性CFRP／A5182接着重ね合わせ継手の曲げ特性およ び破壊挙動の評価 中井賢治、 〇入野誠太郎

D12 接着接合し たピ ン ・ カ ラ ー異材継手の衝撃せん断特性の評価 中井賢治、 〇石井弘倫

D13 ハイ スピ ード カ メ ラ を 用いた多足類の歩容解析 吉田浩治、 〇塩谷真那斗、 西山智也、 林良太、 近畿大学

D14 変形機構と 水平歩容能力を 有する 柔軟空気圧はし ご昇降ロ ボッ ト 赤木徹也、 〇猿田拓士、 趙菲菲、 篠原隆、 横田雅司

D15 純チタ ン 製バルーン 拡張型冠動脈ステン ト の最適設計 清水一郎、 〇芳賀匠海、 時岡明輝、 （ 株） 日本医療機器技研

D16 海洋波によ っ て引き 起こ さ れる 海洋混合のメ カ ニズム解明 岩野耕治、 〇柴田芳和

D17 ガス流の温度・ 流速の瞬時面分布同時計測法の開発 近藤千尋、 〇菅野勇希、 難波和希

D18 デジタ ルバルブユニッ ト の制御性能と エネルギー効率 小林亘、 〇高橋智紀、 安並天音、 宋羽浩

D19 自律分散型の群ロ ボッ ト を 用いた協調搬送アルゴリ ズムの検証 小林亘、 〇高田康平、 谷渕誠一郎、 李天鎬

D20 除草作業ロ ボッ ト に関する 制御システムの開発 横田雅司、 〇松本龍馬、 梶家龍、 オカ ネツ工業（ 株）

D21 酪農作業の負担軽減を 目的と し たパワーアシスト 技術に関する 基礎研究 横田雅司、 〇清水拓斗、 石畑慎之介、 井上陽一、 久枝啓一

E1 アルギン 酸ハイ ド ロ ゲル固定化パン 酵母の代謝物質測定系の構築 松浦宏治、 〇張明浩、 岡山大学

E2 ヒ ト 精子の保存温度・ 培養液と 運動性の関係 松浦宏治、 〇荘雅淇

E3 顕微画像解析によ る 哺乳類精子鞭毛運動と 頭部運動の関係 松浦宏治、 〇張成博

E4 味覚変換タ ン パク 質ミ ラ ク リ ン の立体構造解析 山口悟、 〇池川心穂、 市川明日香、 中木凛、 兵庫県立大学

E5 味覚変換タ ン パク 質ミ ラ ク リ ン の精製方法 山口悟、 〇塩崎愛佳

E6 100℃でタ ン パク 質を 分解でき る 酵素( Tk-SP) を 用いた丈夫な基質の分解評価と 資源循環への応用 古賀雄一、 〇西野晃基、 サラ ヤ（ 株）

E7 耐熱性タ ン パク 質ド メ イ ン から のBi ndi ng scaf f ol d( 人工抗体) の開発 古賀雄一、 〇大平朋季

E8 藍染め染料イ ン ジゴの大腸菌によ る 大量生産の試み 南善子、 〇草場隆

E9 マルチモーダル赤外超解像顕微鏡によ る 毛髪内ケラ チン タ ン パク 質の観察 酒井誠、 〇三船心花、 片岡大地、 高橋広奈

E10 バブリ ン グによ る オゾン 水の作製方法の検討 内貴猛、 〇劉沢西、 宮崎大学、 （ 株） ULAS

E11 オゾン 水噴霧によ る オゾン 濃度低下要因の検討 内貴猛、 〇胡俊哲、 肖振翼、 宮崎大学、 （ 株） ULAS

E12 野生酵母の探索と 醸造への応用 〇金子明裕、 榎田実来、 田口未佳、 嘉美心酒造（ 株）

E13 天敵臭化合物の忌避剤への応用を 目指し た基礎的検討： マウスでの行動解析 水野信哉、 〇中村隆聖

E14 自己免疫疾患関連抗原Caspr 2と MuSKのTAPS化処理によ る 特性変化の検討 二見翠、 〇施雲琦、 加茂聖也、 徳永凌山

E15 間葉系幹細胞培養上清が皮膚線維芽細胞に及ぼす影響と 老化と の関係 神吉けい太、 〇劉金燦、 李澄陽

E16 栄養欠乏環境における 細胞死と ヒ アルロ ン 酸によ る 細胞保護効果の検討 神吉けい太、 〇陳昊宇

F1 The OUS Noah’ s Ar k： 動物を 護る i PS細胞プラ ッ ト フ ォ ーム 〇早川晃司、 宮前二朗、 愛媛県立と べ動物園

F2 侵入・ 野生化し た動物集団における 疾病解析、 病原体保有状況と その影響 〇嘉手苅将、 久楽賢治、 渡辺俊平、 神田卓弥、 中本敦、 山岸由季、 西阪祐希、 環境省、 休暇村大久野島

F3 臨床検査技術を 基盤と し たワン ヘルスの実践 〇畑明寿、 古本佳代、 中村進一、 嘉手苅将、 太田奈保美、 藤谷登、 （ 株） 山田養蜂場本社、 （ 株） シーズテッ ク

E　生化学･バイオテクノロジー

F　医療･獣医

D　金属・機械・ものづくり

ＯＵＳフォーラム２０２６　研究シーズ　出展リスト
ステーション

番号

A　基礎科学

B　化学･機能材料

C　エレクトロニクス･情報



F4 いき も のQOLの新次元： 社会実装を 見据えた理大発スマート アニマルヘルスケアの実証
〇江藤真澄、 赤木徹也、 趙菲菲、 久野弘明、 横田雅司、 片山謙吾、 川畑宣之、 荒井伸太郎、 寺野元規、 古本佳代、 佐伯香織、 宮部真
裕、 久枝啓一、 井上陽一、 大西章弘、 吉竹涼平、 清水拓斗、 髙須啓太、 足利和奏、 小出彩奈、 幸村星那、 西川奈緒、 松吉陽向、 下川愛
莉、 望月陽菜

F5 飼育環境へのク レ ート 設置が実験犬の行動に及ぼす影響 〇三重慧一郎、 武光浩史、 平延あやな、 伊藤百々葉、 橋本咲也香、 橋本直幸

F6 動物医療従事者によ る 小学校飼養ウサギの避暑対策に対する 支援の教育効果 〇三重慧一郎、 藤田珠羽、 倉敷市立連島北小学校

F7 マウス乳癌モデルを 用いた水溶性パク リ タ キセルの抗腫瘍効果の検証 〇三重慧一郎、 仲章伸、 CDWラ イ フ サイ エンス（ 株）

F8 慢性腎臓病の分子治療標的を 探る 向田昌司、 〇村越美来、 兒玉朋子、 水野理介

F9 げっ 歯類特異的乳酸菌代謝物は高血圧症の新たな治療標的になり える か
向田昌司、 〇石田茉弘、 今井龍弥、 田嶋弘貴、 尾崎博、 水野理介、 京都大学医科学研究科医学研究支援センタ ー、 和歌山県立医科大学
先端医学研究所生体調節機構研究部

F10 高血圧病態における 胸管の構造的変化の検討 兒玉朋子、 〇蝶野雪奈、 浜田直輝、 向田昌司、 水野理介

F11 アルド ステロ ン 誘発性血管内皮機能障害の薬理学的解析 兒玉朋子、 〇石川竣介、 田嶋弘貴、 向田昌司、 水野理介

F12 モン ゴル在来家畜の特性解析と 生産性向上のための共同研究プロ グラ ム 奥田ゆう 、 〇陸拾柒、 鍬田龍星、 井上陽一、 太田奈保美、 久楽賢治、 岡山大学大学院、 モンゴル生命科学大学

F13 仮性狂犬病ウイ ルス増殖抑制効果を 有する 薬剤の探索 〇藤井ひかる 、 岩附由夏、 菊入葵、 中村進一

F14 バロ ア症関連ウイ ルスの高感度迅速検出法の確立 〇児島一州、 小川寛人

F15 社会人教育プロ グラ ム「 犬と 猫の栄養管理学」 の開催 〇中村有加里、 深瀬徹、 ロイ ヤルカ ナンジャ ポン（ 同）

F16 削り 節製品に対する 犬と 猫の嗜好性： 製品間の嗜好性の相違 〇中村有加里、 深瀬徹、 マルト モ（ 株）

F17 生態系への脅威になる か？ 野外で採集さ れる 外国産カ ブト ムシ ―アト ラ スオオカ ブト の場合― 〇中村有加里、 深瀬徹

G1 アカ ン パニメ ン ト （ 伴走型自立支援） を 活用し たリ ーダーシッ プの実践 〇野間川内一樹、 順天堂大学、 日本ラ イ フ アカ ンパニメ ント 協会

G2 マン ダラ チャ ート を 用いた自律型リ ーダーシッ プ教育の実践と 評価 〇野間川内一樹、 横山ひと み、 林恒宏、 安井正也

G3 研究・ 社会連携機構　 総合機器セン タ ーのご紹介 岩永哲夫、 〇櫻井詠司、 松村峻汰

G4 理科好き を 育てる 探究型学習教材の開発 〇髙橋信幸、 石塚麻友、 妹尾凌太、 岡山理科大学附属中学校

G5 大学と 教育機関の連携によ る 教職キャ リ ア形成支援実施モデルの開発 〇髙橋信幸、 北原和明、 笹井香、 坂口武典、 福田博人、 矢掛町教育委員会、 岡山県教育委員会、 岡山市教育委員会

G6 Gemi ni のGemを 活用し た大学基礎数学学習支援の試み 〇平松直哉、 中川重和、 大熊一正、 奥村英則、 濵田裕康、 安田貴徳

G7 パラ パラ マン ガで学ぶ科学シリ ーズ①： 分子振動の巻 〇堀越亮

G8 「 集まれ！科学への挑戦者」 の持続的な運営 〇笠展幸、 「 集まれ！科学への挑戦者」 実行委員会

G9 開発教育・ 研究機関と し ての工作セン タ ーの取組み 〇篠原隆、 寺野元規、 亀山寛司、 佐々木友惟

G10 も のづく り 体験教育　 ～たんQく んメ ダル作り 体験～ 〇寺野元規、 篠原隆、 亀山寛司、 佐々木友惟、 露無正治

G11 日本の高校生における 数学学習の現状を 様々な情報やデータ から 推測する 福田博人、 〇秦一真

G12 AI を 用いた熟練教員シミ ュ レ ーショ ン によ る 模擬授業支援 〇大西朔永、 椎名広光、 保森智彦

G13 九州地方における 近世キリ シタ ン 墓の考古学的研究 三阪一徳、 〇浅田真未

H1 弥生時代の土器片を 用いた古地磁気強度研究 畠山唯達、 〇大林拓未、 奈良県田原本町教育委員会、 奈良県立橿原考古学研究所、 九州大学

H2 縄文時代後・ 晩期の九州地方における 土偶出土遺跡に関する 考古学的研究 洪惠媛、 〇徳丸葵

H3 ジュ ラ 紀／白亜紀動物相転換の解明： 理大のモン ゴル恐竜研究を 次の段階へ 〇高崎竜司、 實吉玄貴、 辻極秀次、 青木一勝、 モンゴル科学アカ デミ ー古生物学研究所

I 1 ネパールと 日本における 野球統括組織の比較分析 ―発展段階の視点から ― 岡田康太、 〇ラ マビシャ ル、 上野慧人、 安井正也

I 2 その政策や広告に効果はあっ たのか？消費者行動モデルを 援用し た効果検証 〇神田將志

I 3 進水式は企業信頼と 人材確保にどう 貢献し う る か ―来場者調査よ り ― 〇高橋良平、 西谷有司、 真鍋大暉、 土本莉子、 谷友彰、 甲斐大和、 金嘉保、 尾道造船（ 株）

I 4 Medi aPi peを 用いたバスケッ ト ボールのシュ ート 動作解析と 主観的認識の比較研究 石田恭生、 〇平野李孔、 榊原道夫、 桑谷隼

J1 経路空間における 迷宮性についての研究 増田俊哉、 〇片山快

J2 積層し た透過素材によ る 心理的知覚の創出と 影響 増田俊哉、 〇忠田拓真

J3 狭小住宅における 内部境界手法に関する 研究 弥田俊男、 〇山口寛太

J4 現代住宅における 玄関空間の多用途化に関する 研究 弥田俊男、 〇山口遼斗

J5 意図的未完の建築における 設計手法に関する 研究 弥田俊男、 〇山田理子

J6 岡山理科大学B3号館・ D4号館を 対象と し た傾斜地上下に建つ建物の微動測定 〇堀田洋之、 鉄野琴弥、 佐野瑞姫、 上原百加、 清水建設（ 株）

J7
阪神・ 淡路大震災被災者が捉えた恒久住宅の意味に関する 基礎的研究
―『 阪神大震災を 記録し 続ける 会』 の分析を 通し て―

馬淵大宇、 〇角田光、 増田悠一郎

J8 コ ン ピ ュ テーショ ナルデザイ ン を 用いた最適な空間構造の設計 小林正実、 〇河上千夏、 中西啓二

K1 ラ マン 5ピ ーク 分離解析によ る DLC膜の構造記述子の抽出と 最適化 ―臨界剥離荷重を 例に― 中谷達行、 〇小佐野芳寿、 三菱鉛筆（ 株）

K2 酸化スト レ スに着目し た高血圧の分子治療標的の探索 向田昌司、 〇田嶋弘貴、 兒玉朋子、 水野理介

K3 建築指標値が空間体験を 介し て感覚判断に接続さ れる 条件と 乖離要因の解明 馬淵大宇、 〇増田悠一郎

K4 動物バイ タ ル計測に向けたミ リ 波レ ーダを 用いた対象位置推定手法の検討 荒井伸太郎、 〇藤井大智、 広島大学、 エスタ カ ヤ電子工業（ 株）

K　博士（後期）課程  

G　教育･地域貢献       

H　古生物･地史

I　経営     

J　建築   
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